
横浜市学力・学習状況調査結果 ９年生 ① 生活・学習習慣と正答率の関係「生活習慣編」 （調査日：５月２日） 

 

 

 睡眠時間が短い人ほど正答率が低く、また睡眠時間が８時間を超えると正答率が下がる。 
 

 

 

 学年×１０分の勉強時間を推奨しているので、１時間以上勉強している生徒数の割合が一番高い。 
 

 

 

 ほとんどゲームをしない人ほど正答率は高い傾向であるが、一方で１時間以上３時間未満ゲームをする人の正答率

が、３０分未満しかゲームをしない人よりも正答率が高い傾向になった。 



横浜市学力・学習状況調査結果 ９年生 ② 生活・学習習慣と正答率の関係「学習習慣編」 （調査日：５月２日） 

 

 

 2時間以上、ICT端末を利用すると正答率がわずかに下がる傾向である。30分未満の生徒と 2時間以上利用す

る生徒との正答率の差はほぼ同じ。2時間未満に使用をとどめている生徒の正答率が一番高い。 
 

 

 

 ICT端末で自分の考えをまとめることができるほど、正答率が高くなるという相関関係がある。 
 

 

 

 答えを確かめる等を「している」と「どちらかといえばしている」で、正答率の差が 16%以上ある。 
 


